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（
前
号
続
き
）高
島
市
は
わ
が
国
に
お
け        

る
陽
明
学
の
開
祖
と
言
わ
れ
る
中
江
藤
樹

の
教
え
が
息
づ
い
て
い
る
。先
生
は
徳
行
、感

化
に
よ
っ
て
、「
近
江
聖
人
」と
称
え
ら
れ
て

い
る
。近
江
国
高
島
郡
小
川
村
に
生
ま
れ
、

独
学
で『
四
書
大
全
』を
読
み
、朱
子
学
に
傾

倒
す
る
。し
か
し
、「
王
龍
渓
語
録
」や「
王
陽

明
全
書
」に
出
会
い
、王
陽
明
の「
致
良
知
説
」

へ
と
信
奉
し
、ふ
る
さ
と
の
小
川
村
で
私
塾

を
開
き
、　

歳
で
亡
く
な
る
ま
で
武
士
や
農

民
に「
孔
孟
の
学
」や「
陰
隲
」を
教
え
た
。熊

沢
蕃
山
、淵
岡
山
、中
川
貞
良
・
謙
叔
兄
弟
、

泉
仲
愛
ら
の
門
人
が
い
た
が
、中
で
も
岡
山

藩
で
活
躍
し
た
熊
沢
蕃
山
の
事
績
に
よ
り
、

藤
樹
先
生
の
名
声
は
一
段
と
高
ま
っ
た
。ま

た
、有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
、魯

鈍
の
門
人
、大
野
了
佐
に「
捷
径
医
筌
」を
著

わ
し
て
熱
心
に
医
学
を
教
え
、立
派
な
一
人

前
の
医
者
に
育
て
あ
げ
た
話
が
あ
り
、人
を

教
え
て
倦
ま
な
い
藤
樹
先
生
の
生
き
方
が

窺
え
る
。藤
樹
先
生
の
縁
で
高
島
市
は
多
く

の
町
と
友
好
関
係
を
持
っ
て
い
る
。中
で
も
、

中
国
余
姚
市
は
、実
践
儒
学
陽
明
学
を

起
こ
し
、「
致
良
知
」
と
「
知
行
合
一
」

（
知
と
行
を
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
で
な

い
）を
主
張
し
た
王
陽
明（
王
守
仁
）が
生
ま

れ
た
町
で
、そ
の
思
想
が
藤
樹
先
生
に
伝
え

ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。大
洲
市
に
は
、

　

歳
か
ら　

歳
ま
で
在
籍
し
、地
方
民
政
を

あ
ず
か
る
一
方
、中
川
貞
良
を
は
じ
め
と
す

る
同
僚
の
人
た
ち
と
儒
学
の
研
鑽
に
励
ん

だ
そ
う
だ
。

　

高
島
で
は
、高
島
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
な
い
、

よ
そ
か
ら
来
た
人
の
こ
と
を「
風
の
人
」と
い

う
そ
う
だ
。私
は「
風
の
人
」だ
か
ら
こ
そ
、こ

の
地
の
輝
き
や
豊
か
さ
を
新
た
な
目
で
見
つ

め
、色
々
気
づ
く
こ
と
が
多
い
の
だ
ろ
う
。今

ま
で
、高
島
で
生
ま
れ
育
っ
た「
土
の
人
」の

目
に
映
ら
な
い
部
分
も
見
つ
め
な
が
ら
過
ご

し
て
き
た
。私
の
脳
裏
に
は
い
い
思
い
出
ば

か
り
詰
ま
っ
て
い
る
。堅
田
と
い
う
新
し
い

土
地
で
の
診
療
も
精
一
杯
の
努
力
を
し
て
い

き
た
い
。　

　

冷
え
症
の
お
話
で
す
。

　

冷
え
症
の
定
義
は「
身
体
の
他
の
部
分
は

全
く
冷
え
を
感
じ
な
い
よ
う
な
室
温
に
お

い
て
、身
体
の
特
定
部
位
の
み
が
特
に
冷
た

く
感
じ
る
場
合
を
言
う
」。女
性
の
5
0
%

に
認
め
ら
れ
、貧
血
、新
陳
代
謝
障
害
、甲
状

腺
機
能
低
下
症
、レ
イ
ノ
ー
病（
循
環
障
害
）、

低
血
圧
症
、胃
腸
障
害
、更
年
期
障
害
、慢

性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、衣
食
住
様
式（
冷
た
い

ビ
ー
ル
、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、生
野
菜
や
果
物
、

刺
身
･
漬
物
、ダ
イ
エ
ッ
ト
、エ
ア
コ
ン
、ミ
ニ

ス
カ
ー
ト
、睡
眠
不
足
、ス
ト
レ
ス
、運
動
不

足
）、女
性
は
元
々
男
性
よ
り
筋
肉
量
が
少

な
い
等
が
原
因
で
す
。治
療
は
、虚
弱
体
質
、

青
白
い
顔
、全
身
的
な
冷
え
を
感
じ
る
タ
イ

プ（
陽
虚
）、胃
腸
症
状
、胃
下
垂
傾
向
タ
イ

プ（
脾
虚
）、末
梢
循
環
障
害
、血
液
凝
固
線

溶
系
異
常
、末
梢
四
肢
に
冷
え
が
現
れ
る
タ

イ
プ（
瘀
血
）、顔
色
が
悪
い
、乾
燥
膚
、口
唇

が
荒
れ
る
、爪
が
も
ろ
い
、目
が
か
す
む
、動

悸
、め
ま
い
タ
イ
プ（
血
虚
）、冷
え
の
ぼ
せ
、

頭
痛
、動
悸
、異
常
発
汗
タ
イ
プ（
気
逆
）、身

体
の
重
い
感
じ
、朝
の
こ
わ
ば
り
、立
ち
く
ら

み
、め
ま
い
、動
悸
、胃
腸
症
状（
悪
心
、嘔
吐
、

口
渇
）タ
イ
プ（
水
毒
）に
よ
り
漢
方
薬
を
選

択
し
ま
す
。
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不 眠

口 内 炎

体内時計は、日の出の時刻や気温の影響を受ける。本来、人の睡眠時間は７～８時間が理想。睡眠
不足は血圧や心拍数の増加、動脈硬化、心肥大、血糖値上昇などを引き起こす。年齢を重ねると、
｢眠れない」と訴える高齢者が増える。床の間に入る時間が早すぎたり、室温を上げ過ぎないこと。
通常温めた体が冷めて行く時脳温の低下と共に自然に眠くなる。体調を調えて自然な睡眠を願い
漢方薬を試してみてはいかがですか。

ｳｲﾙｽ、真菌性、物理的刺激など原因は色々。ｱﾌﾀ性口内炎は表面が白い偽膜の浅い潰瘍、境界は不明
瞭で周囲粘膜に発赤、2週間程度で自然治癒。単純性ﾍﾙﾍﾟｽなどのｳｲﾙｽ性口内炎は数ｍｍ大の白い
潰瘍の癒合。発熱、口内炎出現前の水庖を伴う。義歯や尖った歯などの物理的刺激物が原因の口内
炎は治りにくい。2～3週間経過しても治らない時口腔外科を受診する方がよい。慢性口内炎に漢方
薬も効果がある。

耆
湯
を
処
方
。５
月
後
、発
汗
、憂
う
つ
、イ

ラ
イ
ラ
な
ど
改
善
。２
年
間
服
用
後
廃
薬
。

　
　

歳
女
性
、不
眠
、　

㎝
、　

㎏
、顔
色
良

好
、食
欲
や
や
低
下
、便
秘（
1
週
間
に
１

回
）、記
憶
力
低
下（
－
）。お
腹
は
軟
弱
、胸

脇
苦
満
、心
下
痞
硬
、両
側
腹
直
筋
緊
張
、

脈
は
沈
、細
、弱
。そ
こ
で
、柴
胡
桂
枝
湯
＋

当
帰
建
中
湯
＋
大
黄
、酸
棗
仁
湯
を
処
方
。

2
ヶ
月
後
、不
眠
、便
秘
改
善
傾
向
。6
ヶ
月

後
、睡
眠
５
〜
６
時
間
、便
通
毎
日
。３
年

後
現
在
も
継
続
中
。

　
　

歳
女
性
、
口
内
炎
、胃
腸
障
害（
時
々

下
痢
、食
欲
低
下
）。顔
面
紅
潮
。腹
部
は
軟

弱
、胃
内
停
水
、臍
上
悸
、心
下
痞
硬
、臍
下

不
仁（
下
半
身
虚
弱
）。脈
は
浮
、数
、弱
。舌

は
、淡
紅
色
、湿
白
黄
苔
、舌
下
静
脈
軽
度

怒
張
。そ
こ
で
、抑
肝
散
加
陳
皮
半
夏
＋
黄

連
解
毒
湯
を
処
方
。2
ヶ
月
後
、胃
腸
障
害

や
イ
ラ
イ
ラ
感
減
少
。１
年
後
、口
内
炎
症

状
な
く
な
り
廃
薬
。

　

次
回
は
、妊
娠
中
の
感
冒
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
﹇
院
長
﹈

　

で
は
実
例
に
移
り
ま
す
。　

　
　

歳
女
性
、冷
え
症
、め
ま
い（
歩
行
中
引

込
ま
れ
る
感
じ
）、足
が
重
い
、便
秘
、冷
え

る
、高
血
圧
症
、高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、

喘
息
、腹
満（
ガ
ス
）、喉
渇
き
、不
眠（
寝
つ

き
悪
い
）、頻
尿
、耳
鳴
り
、鼻
閉
、汗
を
か
き

や
す
い
。8
年
前
、脳
梗
塞（
メ
ー
ル
が
打
て

な
く
な
る
）、5
年
前
初
診（
種
々
の
西
洋
薬

服
用
中
）。顔
色
は
青
白
く
浮
腫
、腹
部
は
柔

ら
か
く
、胃
内
停
水
、臍
上
悸
、下
腹
部
に
軟

弱
。脈
は
沈
、細
、遅
。舌
は
、淡
紫
紅
色
、薄

黄
苔
、乾
、舌
下
静
脈
軽
度
怒
張
。そ
こ
で
、

柴
胡
加
竜
骨
牡
蠣
湯
＋
大
黄
牡
丹
皮
湯
を

処
方
。２
ケ
月
後
、症
状
ほ
ぼ
消
失（「
今
ま

で
の
苦
痛
が
う
そ
の
よ
う
に
去
っ
た
」）。現

在
も
服
用
中
。

　
　

歳
女
性
、
更
年
期
障
害
、異
常
発
汗
、

の
ぼ
せ
、憂
鬱
、イ
ラ
イ
ラ
、め
ま
い
、食
欲
不

振
、月
経
前
の
憂
鬱
さ
の
た
め
、　
（
ホ
ル
モ

ン
補
充
療
法
５
年
間
）を
受
け
て
き
た
が
、

症
状
が
改
善
し
な
い
た
め
漢
方
薬
を
希
望

し
て
来
院
。２
月
と
言
う
の
に
、汗
を
ビ
ッ
シ

ョ
リ
か
き
、赤
ら
顔
で
入
っ
て
こ
ら
れ
た
。

　

〜　

、便
通
1
日
１
回
。腹
部
は
中
程
度

の
硬
さ
、臍
上
悸（
＋
）、胸
脇
苦
満（
＋
）、臍

下
不
仁（
－
）。脈
は
浮
、細
、数
。舌
は
、淡
紅

色
、乾
薄
白
苔
。そ
こ
で
、苓
桂
朮
甘
湯
＋
四

物
湯
と
桂
枝
加
黄
耆
湯
を
処
方
。３
ヶ
月
後
、

め
ま
い
、た
ち
く
ら
み
、動
悸
改
善
。抑
肝
散

加
陳
皮
半
夏
＋
黄
連
解
毒
湯
と
桂
枝
加
黄
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更 年 期 障 害
女性ホルモンが不足し始める45歳から55歳前後の女性の60～70％が何らかの症状があり、20～30％に
治療が必要です。血管運動神経症状(hot flush)と精神神経症状(ｲﾗｲﾗ、憂うつ、不眠）、皮膚や膣萎縮（おり
もの）、骨粗鬆症、高脂血症、ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病(記憶低下）などの症状始まります。当院では、子宮癌検査(頸部、
体部）、乳房検査、血液検査、心電図なども実施しながら、漢方薬治療やﾎﾙﾓﾝ剤治療を行っています。
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浮田医院　堅田へ移転

アトピー軟膏 健康食品

予約-漢方外来     

産科医療補償制度

（グルコサミン、コンドロイチン、のどアメ）

漢方入浴剤

健康保険証の確認     

１０月１２日と１９日の土曜日午後、予約-漢方外来があります。
（電話予約可、予約制）。午後２時～午後3時15分(１人15分）

保険証は毎月確認することになっています。
保険が使えなくなると困りますから、
保険証の変更は、早急に受付に連絡して下さい。

漢 方 薬 （ 生 薬 ） の み で 作 ら れ た 軟 膏 で す 。
・紫雲膏・太乙膏・葉酸（鉄）・霊芝・サメ軟骨・快歩楽
・のどアメ(ハーブ　イチゴ）

・美芳湯：冷え症、湿疹、あせも、にきび・・・
・昇竜湯：腰痛、肩こり、神経痛、疲労回復・・・
・アトピーの方の漢方入浴剤もお作りします。

　 湖西地域(大津市及び高島市)の周産期医療体制を守るため、     
今年11月5日、浮田医院を安曇川から堅田へ移転いたします。     
外来は１０月31日まで安曇川で、11月5日から堅田になります。     
分娩と帝王切開は10月31日まで安曇川で、11月１日から堅田に     
なります。 
　堅田浮田ｸﾘﾆｯｸでは、院長と院長の長男と次男両医師を中心
とし、その他複数の医師で診察を行って参ります。     
　移転時、安曇川浮田医院に入院中の患者様は、ｽﾑｰｽﾞに堅田
浮田ｸﾘﾆｯｸに入院していただける様、当院で準備するお車にて     
移動させて頂きます。退院間近の患者様も新しくなった医院で、     
より快適にお過ごしいただける様お世話致します。     
ご迷惑をおかけいたしますがご了承いただきたく
今後ともよろしくお願い致します。     

で保管

びほうとう

しょうりゅうとう

分娩により重度の脳性麻痺となった児及びその家族の経済的
負担を補償し、原因分析と再発防止策を講ずるための制度。
当院で通院方に、登録証を発行しています（妊娠16～22週）     
詳細は受付でお聞きください。     

４Ｄ外来（助産師）
助産師が４Ｄを実施します（およそ30分）。お腹の赤ちゃんの
様子が映し出されます。ご希望の方は予約してください。     
木曜日（掲示をご覧下さい）     

予防接種  ワクチン接種 
子宮頚癌予防ワクチン、インフルエンザ、ＢＣＧ、三種混合（Ｄ
ＰＴ）、麻しん・風しん（ＭＲ）、日本脳炎、水ぼうそう、ロタ
ウイルス、おたふくかぜ、Ｈiｂ（インフルエンザ菌ｂ型）、肺
炎球菌ワクチン（小児用　プレベナー）（高齢者）、その他



4D外来

山本 巌 
一貫堂医学に興味を持ち、独学で漢方医学を始めた。しばらくして、神戸の中島随象に師事した。慢性中耳炎、
慢性扁桃炎、蓄膿症等の疾患に処方し著効することに驚いた。師匠の聞診、腹診埜見事さに感激し、五感による  
望聞問切埜四診の大切さを痛感した。一貫堂医学では三大証（瘀血、臓毒、解毒）だが、疾患に応じて10にも２０にも
病態分類した。現代医学的診断を重視し、大学病院などで治療困難と言われた方々を次々に治癒させたと言う。
私の治療方法も山本流漢方治療を取り入れている。私の尊敬する漢方医の一人である。          
          

妊娠２０週までに受付で予約(安曇川まはた堅田）して下さい。
ご予約には、入院誓約書、直接支払い制度合意書をお渡しします。
11月5日からの分娩は、堅田浮田ｸﾘﾆｯｸでいたします。

従業員募集 助産師、看護師（常勤・ﾊﾟｰﾄ）、清掃業務従業員　　■面接：随時、各種保険加入、賞与：年２回、交通費支給。

10月 20日 ( 日 )午前 10:00 ～午後 5:00 まで内覧会を行います。
(近隣一般の方・医療関係者様もお気軽にご来院下さいませ。)

産後相談と母乳相談（有料）（乳房マッサージ）をしています。　　     
午後2時～2時30分、2時30分～3時、3時～3時30分。     
日程は掲示板やホームページでお確かめください。（電話予約可）     

正常分娩の場合入院日を含めて入院期間は6日間です。     
初産婦の方、経産婦の方も同じ入院日数です。     
分娩希望の方はすべて受け付けています。      

当院は里帰り出産を受付けています。妊娠２３～２５週（母体     
と赤ちゃんの状態をチェックします）に1度診察においでくだ     
さい。当院での妊婦健診は妊娠３４週から受けてください。     

産後健診と1ケ月、2ケ月、3ケ月健診をしています。     
日時：毎週水、金曜日　正午～午後0時30分（有料）     

心のこもった手作り料理です。素材、味付け、メニュー・・・など、     
絶えず工夫し研究しています。     

浮田医院ホームページ（http://www.ukita.gr.jp）

(月2回)

  11月5日より堅田浮田ｸﾘﾆｯｸでの診療が始まります

トップページ（お知らせの欄、診療日程カレンダー）     
産婦人科のページ　（入院、食事、各種教室、指導）　     
漢方治療のページ　（外来、漢方治療の範囲）　     
老人医療のページ　     
健康のページ（健診、ブライダルチェック、予防接種）     
当院の施設案内、当院への交通（車、ＪＲ）     

住所：滋賀県大津市本堅田6-36-1
電話：077-574-3751

内 科 、 小 児 科 、 皮 膚 科 、 産 婦 人 科 、 整 形 外 科 、 耳 鼻 科 、 眼 科 な ど 全 科 の 漢 方 薬 に よ る 治 療 。
午後２時～２時１５分、２時１５分～２時３０分、２時３０分～２時４５分、２時４５分～３時、
３時～３時１５分、３時１５分～３時３０分 　　電話予約可(１０月１２日、１９日）    
更年期の方、思春期の方　（女性、男性どなたでもお越し下さい）
赤ちゃんの欲しい方　　　（ご夫婦でもお越しになれます）
妊婦健診、妊娠中の方　
                正午～午後０時３０分    電話予約可       赤ちゃん健診(１ヶ月、２ヶ月、３ヶ月）　産後健診
                午後２時～２時３０分、２時３０分～３時、３時～３時３０分　乳房マッサージ。 電話予約可

漢方   外来（月～土）：
予約-漢方外来
（２回/月　土曜日） ：
更年期外来（月～土）
不妊   外来（月～土）：
妊婦   外来（月～土）：
産後   健診（水、金曜日）（有料）：
母乳   相談（月～金曜日）（有料）：

やまもと      いわお
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